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16.  Abstract 

エネルギーや環境について高い関心があるこれらの時期に，運転当たり比較的高い

経済活動を有することが望ましい．そこで，本研究は米国各州と現在コロンビア特別区に

おける単位距離当たりの GDPと近年の変化量を調査した． 
2011 年，単位距離当たり最も高い GDP を有していたのは，コロンビア特別区

($30.04/ mile)であり，次いで，アラスカ州，ニューヨーク州，コネチカット州，デラウェア
州であった．単位距離当たり最も低い GDP を有していたのは，ミシシッピ州($2.51/mile)で
あり，次いで，アラバマ州，ニューメキシコ州，アーカンソー州，オクラホマ州であっ

た．中央値は$4.66/mile でした．比較として，自動車の運用固定費や変動費に対する標準的
な連邦政府の変換率は$0.51/mileでした． 

1997 年から 2011 年までの間で，単位距離当たりの GDP における最も高い絶対増加
値は，コロンビア特別区でした(+$14.95/mile)，次いで，アラスカ州，ニューヨーク州，デ
ラウェア州，オレゴン州でした．最少増加値はミシシッピ州(+$0.67/mile)であり，次いで，
アラバマ州，ミシガン州，フロリダ州，ニューメキシコ州でした． 

1997 年から 2011 年までの間で，単位距離当たりの GDP における最も大きい増加率
はワイオミング州(+115%)であり，次いで，コロンビア特別区，ノースダコタ州，アラスカ
州，オレゴン州でした． 最少増加率は，ミシガン州(+28%)であり，次いで，フロリダ州，
オハイオ州，ミシシッピ州，ニュージャージー州でした．ミシガン州，フロリダ集，オハ

イオ州，ミシシッピ集の四州における増加は類似のインフレ増加よりも低かった． 
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